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< 重 要
じゅうよう

事項
じこう

説明書
せつめいしょ

、利用
り よ う

契約書
けいやくしょ

、その他
た

の文書
ぶんしょ

> 

「 重 要
じゅうよう

事項
じこう

説 明 書
せつめいしょ

」は、厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

省 令
しょうれい

に基
もと

づき、当 事 業 所
とうじぎょうしょ

が提
てい

供
きょう

するサービスを希望
きぼう

される方
かた

に対
たい

して、事 業 所
じぎょうしょ

の概 要
がいよう

、サービス内 容
ないよう

、サービスご利用
りよう

の際
さい

の留意
りゅうい

事項
じこう

などについて

説 明
せつめい

する文書
ぶんしょ

です 

下記
か き

の「サービス利用
りよう

契約前
けいやくまえ

の手順
てじゅん

」を経
へ

て、当 該
とうがい

サービス 提 供
ていきょう

が開始
かいし

できる 状 況
じょうきょう

となった時
とき

、

「利用
りよう

契約書
けいやくしょ

」を取
と

り交
か

わします 

その他
た

の契約
けいやく

に必要
ひつよう

となる文書
ぶんしょ

として、「個人
こじん

情 報
じょうほう

の取
と

り 扱
あつか

い同意書
どういしょ

」、「 診 療
しんりょう

情 報
じょうほう

提 供 書
ていきょうしょ

」、「工賃
こうちん

振込
ふりこみ

口座
こうざ

」、「マイカー通 所
つうしょ

の誓 約 書
せいやくしょ

」があります 

 

<サービス利用
り よ う

契約
けいやく

前
まえ

の手順
てじゅん

> 

①当 事 業 所
とうじぎょうしょ

のサービス利用
りよう

を検討
けんとう

される方
かた

に対
たい

して、まずは当
とう

事業所
じぎょうしょ

を見学
けんがく

していただき、作業
さぎょう

内容
ないよう

、タイムスケジュール、工賃
こうちん

額
がく

などについてご説明
せつめい

します 

② 見学後
けんがくご

、サービス利用
りよう

を希望
きぼう

される場合
ばあい

、ご自身
じしん

の 障
しょう

がいや家庭
かてい

状 況
じょうきょう

などの聞
き

き取
と

りをします。

この時
とき

、利用
りよう

する曜日
ようび

や時間
じかん

、送 迎
そうげい

サービス、弁当
べんとう

発 注
はっちゅう

などの希望
きぼう

についても 伺
うかが

います 

③ 双 方
そうほう

が合意
ごうい

した場合
ばあい

、体 験
たいけん

利用
りよう

を 行
おこな

います。体験
たいけん

利用
りよう

の期間
きかん

：初回
しょかい

の実施
じっし

日
び

から 30日間
にちかん

まで 

④ 契約
けいやく

締結
ていけつ

するためには、市 町 村
しちょうそん

にサービス支 給
しきゅう

の申 請
しんせい

をする必 要
ひつよう

があります。担当
たんとう

の相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

が居
い

ない方
かた

については、相 談
そうだん

支援
しえん

事 業 所
じぎょうしょ

を選 択
せんたく

してください 

 

重 要
じゅうよう

： 状 況
じょうきょう

によっては契
けい

約
やく

締結
ていけつ

できない場合
ばあい

があります 

・市町村
しちょうそん

が、サービス支給
しきゅう

の要件
ようけん

を満
み

たさないと判断
はんだん

した場合
ばあい

 

・希望
きぼう

するサービス内容
ないよう

が、当事業所
とうじぎょうしょ

の通 常
つうじょう

のサービス提 供
ていきょう

範囲外
はんいがい

の場合
ばあい

 

（ 居 住
きょじゅう

地域
ちいき

・利用
りよう

時間
じかん

・医療面
いりょうめん

の支援
しえん

を要
よう

する方
かた

・高齢
こうれい

の方
かた

：年度中
ねんどちゅう

に 6５歳
さい

に達
たっ

する） 

・体験
たいけん

利用
りよう

を 行
おこな

ったが、主
おも

にサービス希望者
きぼうしゃ

の事情
じじょう

により、回数
かいすう

が極 端
きょくたん

に少
すく

ない場合
ばあい

 

（30日間
にちかん

で 2日
か

に満
み

たない） 

ただし、当事業所
とうじぎょうしょ

が利用
りよう

可能
かのう

と判断
はんだん

した場合
ばあい

、やむを得
え

ない事情
じじょう

がある場合
ばあい

を除
のぞ

きます。 

（例
れい

として、既
すで

に就 労
しゅうろう

しており市町村
しちょうそん

が通所
つうしょ

を認
みと

めた方
かた

、 週
しゅう

の通院
つういん

日数
にっすう

が多
おお

い方
かた

、市町村
しちょうそん

などが

当事業所
とうじぎょうしょ

の支援
しえん

が必要
ひつよう

と判断
はんだん

する方
かた

など） 

・サービス希望者
きぼうしゃ

と当事業所
とうじぎょうしょ

のどちらか一方
いっぽう

でも、通所
つうしょ

を継続
けいぞく

することが 難
むずか

しいと判断
はんだん

した場合
ばあい

。 

状 況
じょうきょう

の聞
き

き取
と

り～体験
たいけん

利用
りよう

の期間中
きかんちゅう

に判断
はんだん

します 

（例
れい

として、遵 守
じゅんしゅ

事項
じこう

を守
まも

ることが 難
むずか

しい、実施
じっし

する作業
さぎょう

のうち一
いっ

定 量
ていりょう

確保
かくほ

できる作業
さぎょう

工程
こうてい

に入
はい

 

ることが 難
むずか

しい、既
すで

に登録
とうろく

している方
かた

と一緒
いっしょ

に過
す

ごすことが 難
むずか

しいなど） 

・サービス希望者
きぼうしゃ

の介護
かいご

を要
よう

する場面
ばめん

や時間
じかん

によっては、当事業所
とうじぎょうしょ

の作業
さぎょう

や送迎
そうげい

サービスなどの 状 況
じょうきょう

に照
て

らして契約
けいやく

に至
いた

らない可能性
かのうせい

があります 

（例
れい

として、常時
じょうじ

見守
みまも

りを要
よう

する、同性
どうせい

介護
かいご

を希望
きぼう

する、症 状
しょうじょう

により嘔吐
おうと

や排泄物
はいせつぶつ

で汚染
おせん

する頻度
ひんど

が

多
おお

い、入 浴
にゅうよく

や着替
き が

えなど衛生面
えいせいめん

の課題
かだい

が他者
たしゃ

や商 品
しょうひん

に影 響
えいきょう

がある、マスク着 用
ちゃくよう

など新型
しんがた

コロナ

ウィルス感 染 症
かんせんしょう

対策
たいさく

に関
かん

する当事業所
とうじぎょうしょ

の依頼
いらい

に対応
たいおう

することが 難
むずか

しいなど） 
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 <サービス内容
ないよう

の指針
ししん

> 

当 事 業 所
とうじぎょうしょ

の全
すべ

てのサービスは、サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

が作 成
さくせい

する「個別
こべつ

支援
しえん

計 画 書
けいかくしょ

」に基
もと

づいて

行
おこな

われます 

基本的
きほんてき

に 6ヶ月
かげつ

毎
ごと

に、ご本人
ほんにん

の状 態
じょうたい

やご希望
きぼう

、ご家族
かぞく

や関係
かんけい

機関
きかん

の意見
いけん

などを元
もと

に計画書
けいかくしょ

を作成
さくせい

し、

内容
ないよう

を説明
せつめい

いたします。合意
ごうい

を得
え

た際
さい

に計画書
けいかくしょ

の写
うつ

しを交
こう

付
ふ

します 

 

 

１． サービスを 提 供
ていきょう

する事業者
じぎょうしゃ

 

名 称
めいしょう

 社 会
しゃかい

福祉
ふくし

法 人
ほうじん

 吉城
よしき

福祉会
ふくしかい

 

所在地
しょざいち

 飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

若 宮
わかみや

二丁目
にちょうめ

１番
ばん

６０号
ごう

 

電話
でんわ

 ０５７７－７３－７７１５ 

代 表 者
だいひょうしゃ

氏名
しめい

 理事長
りじちょう

 橋 本
はしもと

 正人
まさと

 

設 立
せつりつ

日
び

 平 成
へいせい

１５年
ねん

１０月
がつ

１０日
か

 

 

 

２． 利用
りよう

施設
しせつ

 主
しゅ

たる事業所
じぎょうしょ

『飛騨
ひ だ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

施設
し せ つ

 憩
いこ

いの家
いえ

』 

事 業
じぎょう

の種 類
しゅるい

 指定
してい

就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

  

事 業 所
じぎょうしょ

名 称
めいしょう

 

事 業 所
じぎょうしょ

番 号
ばんごう

 

飛騨
ひ だ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じりつ

支援
しえん

施設
しせつ

 憩
いこ

いの家
いえ

 

（ ２１１３３０００７９ ） 

所在地
しょざいち

 飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

下気
しもき

多
た

１４０７番地
ばんち

１ 

連 絡 先
れんらくさき

 電話
でんわ

：０５７７－７３－０１５０  F A X
ふぁっくす

：０５７７－７３－０１７０ 

管理者
かんりしゃ

 奥田
おくだ

 康 弘
やすひろ

 

サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

 谷口
たにぐち

 博
ひろ

亮
あき

 

サービス実施
じっし

地域
ちいき

 飛騨
ひ だ

市
し

、その他
た

 

対 象 者
たいしょうしゃ

 

（いずれも 18歳
さい

未満
みまん

の者
もの

を除
のぞ

く） 

（ア）身 体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

 

（イ）知的
ちてき

障 害 者
しょうがいしゃ

 

（ウ）精 神
せいしん

障 害 者
しょうがいしゃ

 

（エ） 難 病
なんびょう

等
とう

対 象 者
たいしょうしゃ

 

定 員
ていいん

 １０名
めい

 

開始
かいし

年月日
ねんがっぴ

 

指定
してい

年月日
ねんがっぴ

 

平 成
へいせい

２３年
ねん

４月
がつ

１日
たち

 

平 成
へいせい

２３年
ねん

４月
がつ

１日
たち
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３． 利用
りよう

施設
しせつ

 従
じゅう

たる事業所
じぎょうしょ

『喫茶
き っ さ

いこいの家
いえ

』 

事 業
じぎょう

の種 類
しゅるい

 指定
してい

就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

事 業 所
じぎょうしょ

 

事 業 所
じぎょうしょ

名 称
めいしょう

 

事 業 所
じぎょうしょ

番 号
ばんごう

 

喫茶
きっさ

いこいの家
いえ

 

（ ２１１３３０００７９ ） 

所在地
しょざいち

 飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

金 森 町
かなもりちょう

１３番地
ばんち

７８ 

連絡先
れんらくさき

 電話
でんわ

：０５７７－５７－９９６９  F A X
ふぁっくす

兼
けん

 

定 員
ていいん

 １０名
めい

 

開始
かいし

年月日
ねんがっぴ

 

指定
してい

年月日
ねんがっぴ

 

令和
れいわ

３年
ねん

４月
がつ

１日
たち

 

令和
れいわ

３年
ねん

４月
がつ

１日
たち

 

 

４． サービスの目的
もくてき

・運営
うんえい

方針
ほうしん

 

目 的
もくてき

 利用者
りようしゃ

が地域
ちいき

において自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

や社 会
しゃかい

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むことが

できるよう、利用者
りようしゃ

に対
たい

して 就 労
しゅうろう

の機会
きかい

を 提 供
ていきょう

するとともに、生 産
せいさん

活 動
かつどう

、その他
た

の活 動
かつどう

を通
とお

して、知識
ちしき

及
およ

び 能 力
のうりょく

の 向 上
こうじょう

のために必 要
ひつよう

な訓 練
くんれん

とその他
た

の便宜
べんぎ

を適 切
てきせつ

かつ効 果 的
こうりつてき

に 行
おこな

うことを目 的
もくてき

とする 

運 営
うんえい

方 針
ほうしん

 指定
してい

就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
かた

の 提 供
ていきょう

に当
あ

たっては、事 業 所
じぎょうしょ

は、上 記
じょうき

の

目 的
もくてき

が達 成
たっせい

できるよう、地域
ちいき

との結
むす

び付
つ

きを重 視
じゅうし

し、市 町 村
しちょうそん

、他
た

の指定
してい

障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、指定
してい

一 般
いっぱん

相 談
そうだん

支援
しえん

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、指定
してい

特 定
とくてい

相 談
そうだん

支援
しえん

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

、指定
してい

障 害
しょうがい

者
しゃ

支援
しえん

施設
しせつ

その他
た

福祉
ふくし

サービス又
また

は保健
ほけん

医 療
いりょう

サービスを 提 供
ていきょう

する者
もの

との連 携
れんけい

に努
つと

めるものとする 

営 業
えいぎょう

日
び

 月曜日
げつようび

～金曜日
きんようび

（ 祝 祭 日
しゅくさいじつ

・１２ 月
がつ

３１ 日
にち

～１ 月
がつ

３ 日
にち

を 除
のぞ

く） 

営 業
えいぎょう

時間
じかん

 月曜日
げつようび

～金曜日
きんようび

 ８時
じ

００ 分
ふん

～１７時
じ

００ 分
ふん

 

サービス 提 供
ていきょう

時間
じかん

 月曜日
げつようび

～金曜日
きんようび

 ９時
じ

３０ 分
ふん

～１５時
じ

３０ 分
ふん

 

その他
そ の ほ か

 上記
じ ょう き

営業
えいぎょう

日
び

営業
えいぎょう

時間
じ か ん

提供
ていきょう

時間
じ か ん

について、年間
ね んか ん

を通じて
つ う じ て

適宜
て き ぎ

、活動
か つど う

設定
せ って い

状 況
じょうきょう

から 状 況
じょうきょう

に応じて
お う じ て

これを変更
へ んこ う

することがあります。 

 

※自然
しぜん

災 害
さいがい

等
など

の発生
はっせい

などより、サービス 提 供
ていきょう

時間内
じかんない

でも帰宅
きたく

していただく場合
ばあい

があります 

 

※ 職 員
しょくいん

ご利用者
りようしゃ

とその家族
かぞく

、これらと接 触
せっしょく

する人
ひと

が、新型
しんがた

コロナウィルスのＰＣＲ検査
けんさ

など感染症の

検査を受
う

ける場合
ばあい

、営 業
えいぎょう

予定
よてい

を変更
へんこう

する可能性
かのうせい

があります。また、検査
けんさ

結果
けっか

が陽性
ようせい

であった場合
ばあい

、飛騨
ひ だ

保健所
ほけんじょ

などの指導
しどう

に 従
したが

い 休 業
きゅうぎょう

することがあります。 

 

※『喫茶
きっさ

いこいの家
いえ

』で提 供
ていきょう

する就 労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ型
びーがた

事業
じぎょう

については、喫茶
きっさ

事業
じぎょう

の運営
うんえい

状 況
じょうきょう

によ

り、サービス提 供
ていきょう

時間
じかん

の変更
へんこう

や、平日
へいじつ

の 休 業
きゅうぎょう

日
び

、土日
どにち

祝 日
しゅくじつ

の営 業
えいぎょう

日
び

を設
もう

ける場合
ばあい

があります 
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５． 施設
しせつ

・設備
せつび

等
とう

の概要
がいよう

 主
しゅ

たる事業所
じぎょうしょ

『飛騨
ひ だ

市
し

障
しょう

がい者
しゃ

自立
じ り つ

支援
し え ん

施設
し せ つ

憩
いこ

いの家
いえ

』 

（１）施設
しせつ

 

建 物
たてもの

 
構 造
こうぞう

 鉄 筋
てっきん

コンクリート 造
づくり

 ２階
かい

建
だて

（耐火
たいか

建 築 物
けんちくぶつ

）（耐 震
たいしん

構 造
こうぞう

） 

敷地
しきち

面 積
めんせき

 1,414 ㎡ 延
の

べ床 面 積
ゆかめんせき

 1階
かい

：160 ㎡  2階
かい

：120 ㎡  合 計
ごうけい

：280 ㎡ 

 

（２）主
おも

な設備
せつび

 

 部屋数
へやすう

 備考
びこう

 

事務室
じむしつ

 2室
しつ

 1階
かい

：16.5 ㎡  2階
かい

：8.3 ㎡ 

訓 練
くんれん

作 業 室
さぎょうしつ

 2室
しつ

 1階
かい

：56.2 ㎡  2階
かい

：40.2 ㎡ ※ 食 堂
しょくどう

兼 用
けんよう

 

相 談 室
そうだんしつ

 1室
しつ

 1階
かい

：10 ㎡ 

洗 面
せんめん

設備
せつび

 1箇所
かしょ

 1階
かい

： ※手洗
てあら

い場
ば

兼用
けんよう

 

トイレ 5箇所
かしょ

 1階
かい

：男性用
だんせいよう

、女性用
じょせいよう

、身 障 用
しんしょうよう

 2階
かい

：男性
だんせい

用
よう

、女性
じょせい

用
よう

 

休
きゅう

憩 室
けいしつ

 1室
しつ

 1階
かい

：和室
わしつ

10 畳
じょう

  ※食 堂
しょくどう

兼用
けんよう

 

シャワー室
しつ

 1室
しつ

 2階
かい

： ※脱衣所
だついじょ

あり 

更衣室
こういしつ

 2室
しつ

 1階
かい

：男 性 用
だんせいよう

、女 性 用
じょせいよう

 

 

 

６． 施設
しせつ

・設備
せつび

等
とう

の概要
がいよう

 従たる事業所『喫茶いこいの家』 

（１）施設
しせつ

 

建物
たてもの

 

構造
こうぞう

 木
き

・鉄骨
てっこつ

造
ぞう

亜鉛
あえん

メッキ銅版
どうばん

葺
ぶき

 ２階
かい

建
だて

  

敷地
しきち

面積
めんせき

 99.31 ㎡ 延
の

べ床面積
ゆかめんせき

 1階
かい

：72.88 ㎡ 2階
かい

：70.95 ㎡ 

 合計
ごうけい

：143.83 ㎡ 

 

（２）主
おも

な設備
せつび

 

 部屋数
へ や す う

 備考
びこう

 

事務室
じ む し つ

・倉庫
そ う こ

 1室
しつ

 2階
かい

：7.94 ㎡ 

訓練
くんれん

作業室
さぎょうしつ

 ３室
しつ

 1階
かい

：55.32 ㎡ ※厨 房
ちゅうぼう

食 堂
しょくどう

兼用
けんよう

  

2 階：14.53 ㎡ 11.62 ㎡ 

相談
そうだん

・ 休
きゅう

憩室
けいしつ

 1室
しつ

 1階
かい

：5.95 ㎡   

洗面
せんめん

設備
せつび

 1箇所
かしょ

 2階
かい

 

トイレ 2箇所
かしょ

 1階
かい

：男女
だんじょ

身 障 者
しんしょうしゃ

共 用
きょうよう

 2階
かい

：男女
だんじょ

共 用
きょうよう

 

更衣
こ う い

休
きゅう

憩室
けいしつ

 1室
しつ

 2階
かい

： ※男女
だんじょ

 間仕切
ま じ き

り 

 

※当 事 業 所
とうじぎょうしょ

は、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の定
さだ

める指定
してい

基 準
きじゅん

を 遵 守
じゅんしゅ

し、必 要
ひつよう

な施設
しせつ

・設備
せつび

を備
そな

えています 
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７． サービス 提 供
ていきょう

職 員
しょくいん

の設置
せっち

状 況
じょうきょう

 

職 種
しょくしゅ

 員 数
いんすう

 
常 勤

じょうきん

 非 常 勤
ひじょうきん

 常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

 
備考
びこう

 
専 従

せんじゅう

 兼務
けんむ

 専 従
せんじゅう

 兼務
けんむ

 

管理者
かんりしゃ

 １    １ 0.1  

サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

 
１ １    1  

主たる事業所  

職 業
しょくぎょう

指導員
しどういん

 ４ １ １ １ １ 2.85  

生 活
せいかつ

支援員
しえんいん

 １ １    1  

目 標
もくひょう

工 賃
こうちん

達 成
たっせい

指導員
しどういん

 
１ １    1  

従たる事業所  

職 業
しょくぎょう

指導員
しどういん

 ２ １  １  1.8  

生 活
せいかつ

支援員
しえんいん

 １   １  0.8  

 

※当 事 業 所
とうじぎょうしょ

は、厚 生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

の定
さだ

める指定
してい

基 準
きじゅん

を 遵 守
じゅんしゅ

し、必 要
ひつよう

な 職 員
しょくいん

を配置
はいち

しています 

※ 常 勤
じょうきん

換 算
かんさん

とは、それぞれの 職 員
しょくいん

の 週
しゅう

あたりの勤務
きんむ

延
の

べ時間
じかん

数
すう

の 総 数
そうすう

を、 当 事 業 所
とうじぎょうしょ

の

常 勤
じょうきん

職 員
しょくいん

の勤務
きんむ

時間数
じかんすう

（ 週
しゅう

40時間
じかん

）で除
じょ

した数
かず

です 

※主たる事業所と従たる事業所の間で職員は相互支援を行う体制としています 

 

＜職 務
しょくむ

内 容
ないよう

＞ 

（１）管理者
かんりしゃ

：理事長
りじちょう

の命
めい

を受
う

け、事 業 所
じぎょうしょ

に勤務
きんむ

する 職 員
しょくいん

及
およ

び業 務
ぎょうむ

の管理
かんり

を一 元 的
いちげんてき

に 行
おこな

うと

ともに、サービス実施
じっし

に関
かん

し、事 業 所
じぎょうしょ

職 員
しょくいん

に 遵 守
じゅんしゅ

させるための必 要
ひつよう

な指揮
し き

命 令
めいれい

を 行
おこな

う 

（２）サービス管理
かんり

責 任 者
せきにんしゃ

：サービス利用者
りようしゃ

について、アセスメント、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

（ 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

計 画
けいかく

）の作 成
さくせい

、継 続 的
けいぞくてき

な評 価
ひょうか

等
とう

を 行
おこな

い、サービス内 容
ないよう

と実施
じっし

手 順
てじゅん

に係
かか

る管理
かんり

を 行
おこな

い、利用者
りようしゃ

が自立
じりつ

した 日 常
にちじょう

生 活
せいかつ

を 営
いとな

むことができるよう定期的
ていきてき

に検 討
けんとう

し必 要
ひつよう

な指導
しどう

を

行
おこな

うほか､他
た

の 職 員
しょくいん

に対
たい

する技 術 的
ぎじゅつてき

指導
しどう

、助 言
じょげん

を 行
おこな

う 

（３） 職 業
しょくぎょう

指導員
しどういん

：サービス利用者
りようしゃ

について、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

に基
もと

づき、適 切
てきせつ

な 就 労
しゅうろう

支援
しえん

の

提 供
ていきょう

にあたる 

（４）生 活
せいかつ

支援員
しえんいん

：サービス利用者
りようしゃ

について、個別
こべつ

支援
しえん

計 画
けいかく

に基
もと

づき、必 要
ひつよう

な 日 常
にちじょう

生 活 上
せいかつじょう

の

支援
しえん

を 行
おこな

うとともに、利用者
りようしゃ

支援
しえん

の企画
きかく

並
なら

びに実施
じっし

、家族
かぞく

及
およ

び地域
ちいき

社 会
しゃかい

の各 種
かくしゅ

相 談
そうだん

に関
かん

す

ることにあたる 

（５） 目 標
もくひょう

工 賃
こうちん

達 成
たっせい

指導員
しどういん

：サービス利用者
りようしゃ

について、 就 労
しゅうろう

収 入
しゅうにゅう

向 上
こうじょう

実施
じっし

計 画
けいかく

に掲
かか

げ

た 目 標
もくひょう

工 賃
こうちん

の達 成
たっせい

に向
む

けた取
と

り組
く

みを 行
おこな

う 
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サービス 提 供
ていきょう

の内容
ないよう

 

（１）訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

対 象
たいしょう

サービス内 容
ないよう

 

（ア） 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

B
びー

型
がた

計 画
けいかく

の作 成
さくせい

 

（イ）身 体
しんたい

等
とう

の介護
かいご

 

（ウ） 就 労
しゅうろう

に必 要
ひつよう

な知識
ちしき

、 能 力
のうりょく

を 向 上
こうじょう

するための訓 練
くんれん

 

（エ） 就 労
しゅうろう

の機会
きかい

の 提 供
ていきょう

及
およ

び生 産
せいさん

活 動
かつどう

 

（自主
じしゅ

事業
じぎょう

） 

・リサイクル封 筒
ふうとう

製 作
せいさく

 

・ヘンプアクセサリー製 作
せいさく

 

・籾 殻
もみがら

くん炭
たん

製 造
せいぞう

 

・農 作 業
のうさぎょう

 

・その他作業 

（ 受 注
じゅちゅう

作 業
さぎょう

） 

（喫茶
きっさ

事業
じぎょう

） 

【工 賃
こうちん

の支 払
しはらい

】 

１、上 記
じょうき

生 産
せいさん

活 動
かつどう

における事 業
じぎょう

収 入
しゅうにゅう

について、別
べつ

に 定
さだめ

める工 賃
こうちん

支 払
しはらい

規定
きてい

に基
もと

づき、

事前
じぜん

に取
と

り交
か

わした「工 賃
こうちん

支 払
しはらい

通知書
つうちしょ

」の通
とお

りに支払
しはら

います 

２、利用者
りようしゃ

に支払
しはら

われる一 月
ひとつき

あたりの平 均
へいきん

工 賃
こうちん

額
がく

は３千 円
せんえん

を上 回
うわまわ

る額
がく

とする。また、工 賃
こうちん

水 準
すいじゅん

を高
たか

めるよう努
つと

めます 

３、年度
ねんど

ごとに、 工 賃
こうちん

の 目 標
もくひょう

水 準
すいじゅん

及
およ

び前年度
ぜんねんど

に利用者
りようしゃ

に支払
しはら

われた 平 均
へいきん

工 賃
こうちん

額
がく

を

利用者
りようしゃ

に通知
つうち

するとともに岐阜県
ぎふけん

知事
ち じ

に報 告
ほうこく

する 

（オ） 実 習 先
じっしゅうさき

企 業
きぎょう

等
とう

の 紹 介
しょうかい

 

（カ） 求 職
きゅうしょく

活 動
かつどう

支援
しえん

 

（キ）職 場
しょくば

定 着
ていちゃく

支援
しえん

 

（ク）施設外
しせつがい

就 労
しゅうろう

、施設外
しせつがい

支援
しえん

 

（ケ）生 活
せいかつ

相 談
そうだん

 

（コ）健 康
けんこう

管理
かんり

 

（サ）訪 問
ほうもん

支援
しえん

 

（シ）送 迎
そうげい

サービス 

（ス）前 各 号
ぜんかくごう

に掲
かか

げる便宜
べんぎ

に付帯
ふたい

する介護
かいご

、訓 練
くんれん

、支援
しえん

、相 談
そうだん

、助 言
じょげん

 

 

（２）訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

対 象 外
たいしょうがい

サービス内 容
ないよう

 

（セ）社 会
しゃかい

適 応
てきおう

訓 練
くんれん

 

（ソ）目的地
もくてきち

までの移動
いどう

支援
しえん

 

（タ）生 活
せいかつ

や訓 練
くんれん

で 日 常 的
にちじょうてき

に使用
しよう

する物 品
ぶっぴん

の 提 供
ていきょう

 

（チ）その他
た

、機器
き き

の使用
しよう
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サービスの種 類
しゅるい

 サービスの内 容
ないよう

  

セ）社 会
しゃかい

適 応
てきおう

訓 練
くんれん

 季節
きせつ

の行 事
ぎょうじ

や 外 出
がいしゅつ

等
とう

を通
とお

して、社 会
しゃかい

で生 活
せいかつ

する 能 力
のうりょく

を 向 上
こうじょう

す

る為
ため

の支援
しえん

を 行
おこな

います。飲 食 代
いんしょくだい

や施設
しせつ

入 場 料
にゅうじょうりょう

等
とう

を 頂
いただ

く場合
ばあい

があります 

 

ソ）目的地
もくてきち

までの移動
いどう

支援
しえん

 

 

実 習
じっしゅう

や 求 職
きゅうしょく

活 動
かつどう

の 際
さい

の目的地
もくてきち

までの 同 行
どうこう

、 公 共
こうきょう

交 通
こうつう

機関
きかん

利用
りよう

の支援
しえん

を 行
おこな

います。運 賃
うんちん

や燃 料 費
ねんりょうひ

等
とう

を 頂
いただ

く場合
ばあい

があります 

 

タ ） 生 活
せいかつ

や 訓 練
くんれん

で

日 常 的
にちじょうてき

に 使用
しよう

す る

物 品
ぶっぴん

の 提 供
ていきょう

 

日 常 的
にちじょうてき

に使用
しよう

する 消 耗 品
しょうもうひん

は、通 常
つうじょう

必 要
ひつよう

と認
みと

められる範囲
はんい

におい

て使用
しよう

して 頂
いただ

けます。個別
こべつ

の理由
りゆう

で特 別
とくべつ

に提
てい

供
きょう

した物
もの

については、

実費
じっぴ

を負担
ふたん

して 頂
いただ

く場合
ばあい

があります（ 常 備
じょうび

薬
やく

、 消 毒
しょうどく

用 品
ようひん

、生理
せいり

用 品
ようひん

、尿 取
にょうと

りパットなど） 

 

チ）その他
た

、機器
き き

の使用
しよう

 希望
きぼう

に応
おう

じて、当 事 業 所
とうじぎょうしょ

の電話
でんわ

、コピー機
き

、シャワーなど使用
しよう

して 頂
いただ

けますが、実費
じっぴ

を負担
ふたん

して 頂
いただ

く場合
ばあい

があります 

 

 

 

※自己
じ こ

負担
ふたん

を求
もと

める場合
ばあい

は、事前
じぜん

に説 明
せつめい

し同意
どうい

を得
え

た上
うえ

で 請 求
せいきゅう

します。お金
かね

を受
じゅ

領
りょう

した際
さい

には

領 収 書
りょうしゅうしょ

を発 行
はっこう

します 

 

※食 事
しょくじ

の 提 供
ていきょう

はございません。各自
かくじ

、弁 当
べんとう

などを持
じ

参
さん

して下
くだ

さい。当 事 業 所
とうじぎょうしょ

での弁 当
べんとう

発 注
はっちゅう

を

希望
きぼう

される場合
ばあい

はご相 談
そうだん

下
くだ

さい 

 

 

８． 利用
りよう

料 金
りょうきん

 

（１）訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

対 象
たいしょう

サービス内 容
ないよう

の 料 金
りょうきん

（別紙
べっし

、 点 数 表
てんすうひょう

参 照
さんしょう

：1単位
たんい

10円
えん

） 

   訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

によるサービスを 提 供
ていきょう

した 際
さい

、 厚 生
こうせい

労 働
ろうどう

大 臣
だいじん

が 定
さだ

めるサービス利用
りよう

料 金
りょうきん

のうち 9割
わり

が給 付
きゅうふ

対 象
たいしょう

となります。事
じ

業 者
ぎょうしゃ

が市町村
しちょうそん

から給付費
きゅうふひ

を 直 接
ちょくせつ

受
う

け取
と

る

（代理
だいり

受 領
じゅりょう

する）場合
ばあい

、利用者
りようしゃ

負担分
ふたんぶん

として 1割
わり

の額
がく

を事
じ

業 者
ぎょうしゃ

にお支払
しはら

い 頂
いただ

きます 

（定 率
ていりつ

負担
ふたん

、又
また

は利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

といいます） 

なお、定 率
ていりつ

負担
ふたん

、又
また

は利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

の軽 減
けいげん

等
とう

が適 用
てきよう

される場合
ばあい

はこの限
かぎ

りではありません

（ 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス 受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

をご確 認
かくにん

下
くだ

さい） 

 

（２）訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

対 象 外
たいしょうがい

サービス内 容
ないよう

の 料 金
りょうきん

 

上 記
じょうき

「６．サービス 提 供
ていきょう

の内 容
ないよう

（２）訓 練
くんれん

等
とう

給付費
きゅうふひ

対 象 外
たいしょうがい

サービス内 容
ないよう

」を 参 照
さんしょう

 

 

（３）サービス利用
りよう

の 取 消 料
とりけしりょう

 

利用者
りようしゃ

がサービス利用
りよう

の取
と

り消
け

し（キャンセル）する場合
ばあい

は、利用
りよう

予定
よてい

日
び

の前 日
ぜんじつ

夕 方
ゆうがた

５時
じ

までに

当 事 業 所
とうじぎょうしょ

までお申
もう

し出
で

下
くだ

さい。 申
もう

し出
で

なく当 日
とうじつ

利用
りよう

を辞退
じたい

された場合
ばあい

、体 調
たいりょう

不 良
ふりょう

等
とう

の

やむをえない場合
ばあい

を除
のぞ

き、キャンセル 料
りょう

を 頂
いただ

く場合
ばあい

があります 

 キャンセル 料
りょう

（ １日
にち

当
あ

たり： 基本
きほん

サービス費の１０％ ）    
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（４）利用
りよう

料 金
りょうきん

のお支 払
しはらい

方 法
ほうほう

 

   事前
じぜん

に振 替
ふりかえ

依頼書
いらいしょ

を提
てい

出
しゅつ

頂
いただ

き、前記
ぜんき

（１）（２）（３）の 料 金
りょうきん

は１ヶ月
かげつ

ごとに計 算
けいさん

し、振 替
ふりかえ

通知書
つうちしょ

でご 請 求
せいきゅう

します。翌 日
よくじつ

２１日
にち

引
ひ

き落
お

としとなりますが、万
まん

が一
いち

、翌 月
よくげつ

に引
ひ

き落
お

とし

できない場合
ばあい

、翌 月
よくげつ

の利 用 料
りようりょう

と合
あ

わせての引
ひ

き落
お

としとなりますが、それでも引
ひ

き落
お

としでき

ない場合
ばあい

は、２ヶ月
かげつ

の利 用 料
りようりょう

の 請 求 書
せいきゅうしょ

を別
べつ

に発 行
はっこう

し、 請 求 書
せいきゅうしょ

の指定
してい

口座
こうざ

に振
ふ

り込
こ

んで

頂
いただ

く 形
かたち

になります。 請 求 書
せいきゅうしょ

発 行
はっこう

後
ご

３０日
にち

以内
いない

にお支払
しはら

い 頂
いただ

けない場合
ばあい

は、ご利用
りよう

を

一 旦
いったん

中 止
ちゅうし

して 頂
いただ

くことになります 

※金 融
きんゆう

機関
きかん

口座
こうざ

からの口座
こうざ

振 替
ふりかえ

（ご利用
りよう

できる金 融
きんゆう

機関
きかん

） ： 飛騨
ひ だ

農 業
のうぎょう

協 同
きょうどう

組 合
くみあい

 

 

９． 秘密
ひみつ

の保持
ほ じ

、利用者
りようしゃ

の記録
きろく

及
およ

び 情 報
じょうほう

の管理
かんり

 

（１）利用者
りようしゃ

の個人
こじん

情 報
じょうほう

については、個人
こじん

情 報
じょうほう

保護法
ほごほう

に沿
そ

って対 応
たいおう

します。職 員
しょくいん

は、業 務 上
ぎょうむじょう

知
し

り得
え

た利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を保
ほ

持
じ

します 

 

（２）従 事 者
じゅうじしゃ

でなくなった後
あと

においても、 業 務 上
ぎょうむじょう

知
し

り得
え

た利用者
りようしゃ

又
また

はその家族
かぞく

の秘密
ひみつ

を保
ほ

持
じ

させ

る旨
むね

を、雇用
こよう

契 約
けいやく

において規定
きてい

しています 

 

（３）事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、法 令
ほうれい

に 基
もとづ

づいて利用者
りようしゃ

の記録
きろく

及
およ

び 情 報
じょうほう

を適
てき

切
せつ

に管理
かんり

し、利用者
りようしゃ

の求
もと

めに応
おう

じてその内 容
ないよう

を開
かい

示
じ

します。また、これらの記録
きろく

などは契 約
けいやく

の 終 了
しゅうりょう

後
ご

５年 間
ねんかん

保管
ほかん

します 

※閲 覧
えつらん

、複 写
ふくしゃ

ができる窓 口
まどぐち

業 務
ぎょうむ

時間
じかん

は、８：００～１７：００です 

 

（４）サービスを 提 供
ていきょう

する 上
うえ

で、他
た

事 業 所
じぎょうしょ

及
およ

び 医 療
いりょう

機関
きかん

などとの 連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

や市町村
しちょうそん

及
およ

び

関 係
かんけい

機関
きかん

に 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

を要 請
ようせい

された場合
ばあい

は、「個人
こじん

情 報
じょうほう

の取
と

り 扱
あつか

い同意書
どういしょ

」に基
もと

づき

情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

します 

 

（５）事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、利用
りよう

契 約
けいやく

を希望
きぼう

される方
かた

に対
たい

して、「 障 害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス 受 給 者 証
じゅきゅうしゃしょう

」を確 認
かくにん

させて 頂
いただ

きます。また、記載
きさい

内 容
ないよう

に変 更
へんこう

があった場合
ばあい

は当 事 業 所
とうじぎょうしょ

にお知
し

らせ下
くだ

さい 

（ 住 所
じゅうしょ

、利用者
りようしゃ

負担
ふたん

額
がく

、サービス 支 給 量
しきゅうりょう

、 障 害
しょうがい

程度
ていど

区分
くぶん

） 

 

１０． 緊 急
きんきゅう

時
じ

の対応
たいおう

 

（１）職 員
しょくいん

は、サービス 提 供 中
ていきょうちゅう

に利用者
りようしゃ

の 状 態
じょうたい

が 急 変
きゅうへん

した場合
ばあい

、速
すみ

やかに担当
たんとう

の相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

、ご家族
かぞく

、病 院
びょういん

などに連絡
れんらく

します。かかりつけ病 院
びょういん

と連絡
れんらく

がとれないなど 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、下記
か き

の 協 力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
きかん

に連絡
れんらく

する可能性
かのうせい

があります。 

緊 急 性
きんきゅうせい

が高
たか

いと判断
はんだん

した場合
ばあい

は 救
きゅう

急 車
きゅうしゃ

を要請
ようせい

します 

（ 緊 急
きんきゅう

連 絡 先
れんらくさき

に変 更
へんこう

があった時
とき

は遅滞
ちたい

なく事 業 所
じぎょうしょ

にお知
し

らせ下
くだ

さい） 
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（２） 緊 急
きんきゅう

事態
じたい

の 状 況
じょうきょう

に応
おう

じて、管理者
かんりしゃ

に報告
ほうこく

の上
うえ

、市
し

、県
けん

、飛騨
ひ だ

保健所
ほけんじょ

、警察
けいさつ

などに報 告
ほうこく

しま

す（法人
ほうじん

の対応
たいおう

マニュアルに 準
じゅん

じて対応
たいおう

します） 

 

【 協 力
きょうりょく

医療
いりょう

機関
き か ん

】 

（１）医
い

療 法
りょうほう

人
じん

生仁会 須田
す だ

病 院
びょういん

（精神科
せいしんか

） ※入 院
にゅういん

設備
せつび

：あり 

医
い

院 長
いんちょう

 加藤
かとう

秀 明
ひであき

 

所在地
しょざいち

 高山市
たかやまし

国 府 町
こくふちょう

村 山
むらやま

２３５－５ 

電話番号
でんわばんごう

 ０５７７－７２－２１００ 

 

（２）江尻
えじり

内科
ないか

・循環器科
じゅんかんきか

クリニック（内科
ないか

・循環器科
じゅんかんきか

） ※入 院
にゅういん

設備
せつび

：なし 

医
い

院 長
いんちょう

 江尻
えじり

倫
とも

昭
あき

 

所在地
しょざいち

 飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

上気
かみき

多
た

６３１－１ 

電話番号
でんわばんごう

 ０５７７－７４－００４１ 

 

 

１１． 要望
ようぼう

・苦情
くじょう

等
とう

申 立 先
もうしたてさき

、 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

（１） 要 望
ようぼう

・苦 情
くじょう

等
とう

申 立 先
もうしたてさき

 

憩
いこ

いの家
いえ

 

電話番号
でんわばんごう

：０５７７－７３－０１５０ 

受 付
うけつけ

時間
じ か ん

：午前
ごぜん

８：００～午後
ご ご

５：００ 

受 付
うけつけ

担 当
たんとう

：奥田
お く だ

康弘
やすひろ

 

吉城
よしき

福祉会
ふくしかい

 

所在地
しょざいち

：岐阜県
ぎふけん

飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

若 宮
わかみや

二丁目
にちょうめ

１番
ばん

６０号
ごう

 

電話番号
でんわばんごう

：０５７７－７３－７７１５ 

受 付
うけつけ

時間
じかん

：午前
ごぜん

８：００～午後
ご ご

５：００ 

苦 情
くじょう

解 決
かいけつ

責 任 者
せきにんしゃ

：山腰
やまこし

邦彦
くにひこ

  

第三者
だいさんしゃ

委員
いいん

 

 

佐野
さ の

  光 弘
みつひろ

（ 電話
でんわ

 ０５７７－７３－２５２３ ） 

岩佐
いわさ

 美保子
み ほ こ

（ 電話
でんわ

 ０５７７－７３－５４８９ ） 

 

飛騨
ひ だ

市
し

役所
やくしょ

（福祉課
ふ く し か

） 

所在地
しょざいち

：岐阜県
ぎふけん

飛騨
ひ だ

市
し

古 川 町
ふるかわちょう

若 宮
わかみや

二丁目
にちょうめ

１番
ばん

６０号
ごう

 

電話番号
でんわばんごう

：０５７７－７３－７４８３ 

受 付
うけつけ

時間
じかん

：午前
ごぜん

８：３０～午後
ご ご

５：１５ 

岐阜県
ぎ ふ け ん

運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

 

所在地
しょざいち

：岐阜
ぎ ふ

県
けん

下
しも

奈良
な ら

２－２－１ 岐阜県
ぎふけん

農 業 者
のうぎょうしゃ

会 館
かいかん

 

電話番号
でんわばんごう

：０５８－２７８－５１３６ 

受 付
うけつけ

時間
じかん

：午前
ごぜん

９：００～午後
ご ご

４：００ 

 



 11 

（２） 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する相 談
そうだん

窓 口
まどぐち

 

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に関
かん

する 

相談
そうだん

窓口
まどぐち

 

電話番号
でんわばんごう

：０５７７－７３－０１５０ 

F A X
ふぁっくす

：０５７７－７３－０１７０ 

受 付
うけつけ

時間
じ か ん

：午前
ごぜん

８：００～午後
ご ご

５：００ 

受 付
うけつけ

担 当
たんとう

：奥田
お く だ

康弘
やすひろ

 

 

 

１２．損害
そんがい

賠 償
ばいしょう

 

（１）損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

がなされる場合
ばあい

 

契 約
けいやく

に 基
もと

づくサービスの実施
じっし

に 伴
ともな

い、自己
じ こ

の 責
せき

に帰
き

すべき事由
じゆう

により 契 約 者
けいやくしゃ

に

生
しょう

じた 損 害
そんがい

について 賠 償
ばいしょう

する 責 任
せきにん

を負
お

います。また、守秘
しゅひ

義務
ぎ む

に違
い

反
はん

した場合
ばあい

も

同 様
どうよう

とします。但
ただ

し、契 約 者
けいやくしゃ

に故意
こ い

又
また

は過失
かしつ

が 認
みとめ

められる場合
ばあい

は、契 約 者
けいやくしゃ

の置
お

か

れた 心 身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

を 勘 案
かんあん

して 相 当
そうとう

と 認
みとめ

められる場合
ばあい

は、 損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

責 任
せきにん

を 減
げん

じ

ることができるものとします 

 

（２） 損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

がなされない場合
ばあい

 

事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は、自己
じ こ

の 責
せき

に帰
き

すべき事由
じゆう

がない 限
かぎ

り、 損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

責 任
せきにん

を負
お

いません。 

とりわけ以下
い か

の 各 号
かくごう

に 該 当
がいとう

する場合
ばあい

は、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

は 損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

責 任
せきにん

を 免
まぬが

れます 

①  契 約 者
けいやくしゃ

が 、 契 約
けいやく

時
じ

に そ の 心 身
しんしん

の 状 況
じょうきょう

及
およ

び 病 歴
びょうれき

な ど の 重 要
じゅうよう

事項
じこう

に つ い て 、  

故意
こ い

にこれを告
つ

げず、 又
また

は不実
ふじつ

の告知
こくち

をしたことに起因
きいん

して 損 害
そんがい

が 発 生
はっせい

した場合
ばあい

 

②  契 約 者
けいやくしゃ

が、サービスの 実施
じっし

にあたって 必 要
ひつよう

な事項
じこう

に 関
かん

する 聴 取
ちょうしゅ

・ 確 認
かくにん

に 対
たい

して

故意
こ い

にこれを告
つ

げず、 又
また

は不実
ふじつ

の告知
こくち

をしたことに起因
きいん

して 損 害
そんがい

が 発 生
はっせい

した場合
ばあい

 

③  契 約 者
けいやくしゃ

の 急 激
きゅうげき

な 体 調
たいちょう

変化
へんか

など、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

の実施
じっし

したサービスを 原 因
げんいん

としない事由
じゆう

に起因
きいん

して 損 害
そんがい

が 発 生
はっせい

した場合
ばあい

 

④  契 約 者
けいやくしゃ

が、事
じ

業 者
ぎょうしゃ

もしくはサービス 従 事 者
じゅうじしゃ

の指示
し じ

・依頼
いらい

に 反
はん

して 行
おこな

った行為
こうい

に

起因
きいん

して 損 害
そんがい

が 発 生
はっせい

した場合
ばあい

 

 

 

１３． 当事業所
とうじぎょうしょ

のサービス利用
りよう

の際
さい

の遵 守
じゅんしゅ

事項
じこう

 

Ａ：設備
せつび

・器具
き ぐ

の利用
りよう

 

・事 業
じぎょう

所 内
しょない

の設備
せつび

・器具
き ぐ

は本 来
ほんらい

の用 法
ようほう

に 従
したが

って利用
りよう

してください 

☞不適切
ふてきせつ

な 扱
あつか

いや、意図的
い と て き

に商 品
しょうひん

や備品
びひん

などを破損
はそん

した場合
ばあい

は、弁 償
べんしょう

し

ていただく可能性
かのうせい

があります 
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Ｂ：喫 煙
きつえん

 

・館 内
かんない

禁 煙
きんえん

です。外
そと

の指定
してい

場所
ばしょ

で喫 煙
きつえん

してください 

☞灰皿
はいざら

は設置
せっち

しておりません。携帯
けいたい

灰皿
はいざら

を持
じ

参
さん

してください 

☞通所
つうしょ

や帰宅
きたく

の移動
いどう

時
じ

、敷地内
しきちない

での歩
ある

きタバコは禁止
きんし

します 

Ｃ：貴 重 品
きちょうひん

の管理
かんり

 
・貴 重 品

きちょうひん

は、利用者
りようしゃ

の責 任
せきにん

において管理
かんり

してください 

☞自己
じ こ

管理
かんり

が 難
むずか

しい方
かた

は、貴 重 品
きちょうひん

を施設
しせつ

に持
も

ち込
こ

まないでください 

Ｄ： 

宗 教
しゅうきょう

活 動
かつどう

 

政治
せいじ

活 動
かつどう

 

営利
えいり

活 動
かつどう

 

・事業
じぎょう

所内
しょない

における、他
た

の利用者
りようしゃ

に対
たい

する 宗 教
しゅうきょう

活 動
かつどう

・政治
せいじ

活 動
かつどう

・ 

営利
えいり

活 動
かつどう

は禁止
きんし

します 

Ｅ：自動車
じどうしゃ

（バイク含
ふく

む） 

の運転
うんてん

 

・自動車
じどうしゃ

（バイク含
ふく

む）での通 所
つうしょ

について、任意
にんい

保険
ほけん

加 入
かにゅう

を 証 明
しょうめい

する

書 類
しょるい

（コピー等
とう

）と、別途
べっと

「誓 約 書
せいやくしょ

」を提
てい

出
しゅつ

した方
かた

に限
かぎ

り、マイ

カー通所および所 定
しょてい

の 駐
ちゅう

車 場
しゃじょう

を使用
しよう

して 頂
いただ

けます 

☞医師
い し

の運転
うんてん

不可
ふ か

の診断
しんだん

、生活
せいかつ

保護
ほ ご

担当者
たんとうしゃ

や後見人
こうけんにん

などから 車
くるま

の所有
しょゆう

を認
みと

めない判断
はんだん

、警察
けいさつ

の指導
しどう

があれば、これに 従
したが

い、遅滞
ちたい

なく事業所
じぎょうしょ

に報告
ほうこく

してください 

☞ 職 員
しょくいん

が、事業所
じぎょうしょ

の 車
くるま

の運転
うんてん

を依頼
いらい

することはありません 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ：事業所
じぎょうしょ

における 

ルール（重要
じゅうよう

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 公
おおやけ

の秩 序
ちつじょ

、又
また

は 善 良
ぜんりょう

な風紀
ふうき

を乱
みだ

す恐
おそ

れのある行為
こうい

をしないこと 

☞介護
かいご

や補助
ほじょ

を目的
もくてき

としない、他
た

の利用者
りようしゃ

や 職 員
しょくいん

の 体
からだ

に触
ふ

れる行為
こうい

を

禁止
きんし

します（セクハラ、プライベートな関
かか

わりを事業所
じぎょうしょ

に持
も

ちこむ） 

 

・他者
たしゃ

や事業所
じぎょうしょ

に迷 惑
めいわく

を及
およ

ぼし、又
また

はその恐
おそ

れのある行為
こうい

をしないこと 

☞他
た

の利用者
りようしゃ

や職 員
しょくいん

への暴 力
ぼうりょく

、威圧
いあつ

、侮辱
ぶじょく

、セクハラ発言
はつげん

、名誉
めいよ

を損
そこ

な

う行為
こうい

を禁止
きんし

します（インターネット 上
じょう

に、利用者
りようしゃ

や 職 員
しょくいん

（家族
かぞく

含
ふく

む）

の写真
しゃしん

を無断
むだん

で掲載
けいさい

したり、 中 傷
ちゅうしょう

の書
か

き込
こ

みなどをすることを含
ふく

む） 

☞双方
そうほう

（家族
かぞく

含
ふく

む）の合意
ごうい

なく、電話
でんわ

、訪問
ほうもん

などをして、利用者
りようしゃ

や職 員
しょくいん

の個人
こじん

の生 活
せいかつ

に入
はい

り込
こ

まないこと 

☞利用者
りようしゃ

同士
どうし

で金銭
きんせん

や物品
ぶっぴん

の貸
か

し借
か

り、贈与
ぞうよ

しないこと（ 飲 食 物
いんしょくぶつ

含
ふく

む） 

 

・主治医
しゅじい

と連 携
れんけい

を保
たも

ち、健 康
けんこう

状 態
じょうたい

に留 意
りゅうい

し、体 調
たいちょう

が悪
わる

い時
とき

は、無理
む り

をしないで休
やす

むこと 

特
とく

に、医師
い し

から治療
ちりょう

や入 院
にゅういん

の指示
し じ

があれば、これに 従
したが

うこと 

☞医師
い し

の指示
し じ

を拒否
きょひ

した場合
ばあい

、基本的
きほんてき

にサービス提 供
ていきょう

ができません 

☞病気
びょうき

の 症 状
しょうじょう

による自傷
じしょう

他害
たがい

行為
こ う い

が、他
た

の利用者
りようしゃ

に影 響
えいきょう

があり、対処
たいしょ

方法
ほうほう

がみつからない場合
ばあい

は、サービスを提 供
ていきょう

できない場合
ばあい

があります 
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Ｇ：職 員
しょくいん

の指示
し じ

 

 

 

 

・作業
さぎょう

手順
てじゅん

や事業所
じぎょうしょ

のルール（弁当
べんとう

発 注
はっちゅう

、掃除
そうじ

分担
ぶんたん

、ロッカーの使用
しよう

な

ど）について、職 員
しょくいん

の指示
し じ

があればこれに 従
したが

うこと 

☞わからないこと、困
こま

ることがあれば、職 員
しょくいん

にお知
し

らせください 

 

・身
み

のまわりのこと、共 有
きょうゆう

する場所
ばしょ

（トイレ、キッチンなど）の利用
りよう

につ

いて、他
た

の方
かた

の迷惑
めいわく

になり、解決
かいけつ

方法
ほうほう

がみつからない場合
ばあい

は、サービス

を提 供
ていきょう

できない場合
ばあい

があります 

☞嘔吐
おうと

や失禁
しっきん

などで汚染
おせん

した時
とき

のシャワー使用
しよう

、着替
き が

え、共 有
きょうゆう

する場所
ばしょ

を

汚
よご

した時
とき

の掃
そう

除
じ

など、必要
ひつよう

に応
おう

じて職 員
しょくいん

が支援
しえん

しますが、介護
かいご

を拒否
き ょ ひ

されたり頻度
ひんど

が多
おお

い時
とき

は、サービスを提 供
ていきょう

できない場合
ばあい

があります 

☞ 商 品
しょうひん

を取
と

り 扱
あつか

うほか、臭
にお

いに影 響
えいきょう

を受
う

ける方
かた

がみえるため、入 浴
にゅうよく

や

洗濯
せんたく

した服
ふく

を着
き

て来
らい

所
しょ

してください。香水
こうすい

はご遠慮
えんりょ

ください 

 

Ｈ：感染症対策 

（新型
しんがた

コロナ対策
たいさく

） 

・通所
つうしょ

日
び

の朝
あさ

は検温
けんおん

の上
うえ

、マスク又
また

はフェイスシールドを着 用
ちゃくよう

して来所
らいしょ

してください。また、食事前
しょくじまえ

やトイレ後
あと

などの手
て

洗
あら

いをしてください 

☞37.5度
ど

を超
こ

える発熱
はつねつ

、普段
ふだん

と異
こと

なる体 調
たいちょう

不良
ふりょう

などがある時
とき

は、サービ

ス提 供
ていきょう

できません（事業所
じぎょうしょ

にて発覚
はっかく

した場合
ばあい

は送迎
そうげい

します） 

☞事業所
じぎょうしょ

では換気
かんき

や 消 毒
しょうどく

、 職 員
しょくいん

の検温
けんおん

などを実施
じっし

しておりますが、ご

自宅
じたく

や地域
ちいき

でも、マスクなどの着 用
ちゃくよう

、手
て

洗
あら

い、三
さん

密
みつ

を避
さ

けるなどの対策
たいさく

をお願
ねが

いします 

 

・県外
けんがい

や感染者
かんせんしゃ

が多
おお

い地域
ちいき

（海外
かいがい

含
ふく

む）に行
い

く場合
ばあい

や、このような人
ひと

と

接 触
せっしょく

する場合
ばあい

は、事業所
じぎょうしょ

に申
もう

し出
で

てください 

☞登録者
とうろくしゃ

本人
ほんにん

、ご家族
かぞく

、家
いえ

に出入
で い

りする近
ちか

しい人
ひと

や事業所
じぎょうしょ

などについて、

ＰＣＲ検査
けんさ

を受
う

ける人
ひと

がいる場合
ばあい

は、 必
かなら

ず事業所
じぎょうしょ

に申
もう

し出
で

てください 

Ｉ：その他
た

 

・運 営
うんえい

規程
きてい

にある『家族
かぞく

懇 談 会
こんだんかい

』を年
ねん

１回
かい

以 上
いじょう

開 催
かいさい

し、事 業
じぎょう

運 営
うんえい

等
とう

に関
かん

して利用者
りようしゃ

家族
かぞく

の理解
りかい

・ 協 力
きょうりょく

を得
え

ると共
とも

に、利用者
りようしゃ

家族
かぞく

相互
そうご

の 交 流
こうりゅう

を図
はか

るよう努
つと

めます 

 

・事 業
じぎょう

運 営
うんえい

にあたっては、『運 営
うんえい

委員会
いいんかい

』を年
ねん

１回
かい

以 上
いじょう

開 催
かいさい

し、市
し

や

地域
ちいき

住 民
じゅうみん

との連 携
れんけい

に努
つと

めます 

 

※ 遵 守
じゅんしゅ

事項
じこう

を守
まも

って 頂
いただけ

けない場合
ばあい

、 状 況
じょうきょう

によってはサービスの提 供
ていきょう

を中止
ちゅうし

する場合
ばあい

があります 

 

※ 遵 守
じゅんしゅ

事項
じこう

を守
まも

るよう 促
うなが

しても解決
かいけつ

しない場合
ばあい

は、「誓約書
せいやくしょ

」を発行
はっこう

します。「誓約書
せいやくしょ

」に期限
きげん

を設
もう

けた場合
ばあい

、期限
きげん

までに改善
かいぜん

に向
む

けた歩
あゆ

み寄
よ

りがなく、他
た

のご利用者
りようしゃ

に迷惑
めいわく

がかかったり、事業所
じぎょうしょ

の

運営
うんえい

に支障
ししょう

が出
で

る場合
ばあい

は、管理者
かんりしゃ

又
また

は理事長
りじちょう

の判断
はんだん

により、利用
りよう

契約
けいやく

を解
かい

除
じょ

する可能性
かのうせい

があります 
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１４． 地震
じ し ん

・火事
か じ

・風水害
ふうすいがい

などの災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

 

（１）事 業
じぎょう

所
しょ

は、サービス 提 供
ていきょう

時
じ

の地震
じしん

・火事
か じ

・風 水 害
ふうすいがい

など災 害
さいがい

時
じ

において、別
べつ

に定
さだ

める「防災
ぼうさい

マニュアル」に沿
そ

って対応
たいおう

します。 状 況
じょうきょう

に応
おう

じ、施設
しせつ

に待機
たいき

、送迎車
そうげいしゃ

にて帰宅
きたく

、より安全
あんぜん

な

建物
たてもの

に避難
ひなん

する場合
ばあい

があります 

※避難
ひ な ん

する場合
ばあい

は、下記
か き

の 順
じゅん

となりますが、土砂
どしゃ

災害
さいがい

の危険性
きけんせい

がある場合
ばあい

は③への移動
いどう

を優先
ゆうせん

します 

①養護
ようご

老 人
ろうじん

ホーム和光
わこう

園
えん

  ②下気
しもき

多
た

研 修
けんしゅう

センター  ③ 古 川 町
ふるかわちょう

総 合
そうごう

会 館
かいかん

 

 

（２）事 業 所
じぎょうしょ

は、関連
かんれん

する法令
ほうれい

に基
もと

づき、避難
ひなん

・防 災
ぼうさい

訓 練
くんれん

を実施
じっし

します 

※当事業所
とうじぎょうしょ

では、事故
じ こ

・災 害
さいがい

に備
そな

えて、 傷 害
しょうがい

保険
ほけん

及
およ

び損 害
そんがい

賠 償
ばいしょう

保険
ほけん

に加 入
かにゅう

しています 

 

Ｎ Ｔ Ｔ
えぬてぃーてぃー

伝言
でんごん

ダイヤル 使用
し よ う

方法
ほうほう

 

憩
いこ

いの家
いえ

では N T T
えぬてぃーてぃー

が設置
せっち

する『１７１』に施設
しせつ

として登 録
とうろく

し、ご家族
かぞく

に確 認
かくにん

の電話
でんわ

をして 頂
いただ

くことが可能
かのう

です 

 

（１） ご利用
りよう

できる電話
でんわ

は、一 般
いっぱん

電話
でんわ

、 公 衆
こうしゅう

電話
でんわ

、携 帯
けいたい

電話
でんわ

です 

提 供
ていきょう

開始
かいし

は、震度
しんど

６以 上
いじょう

の地震
じしん

発 生
はっせい

及
およ

び、地震
じしん

・噴火
ふんか

等
とう

の発 生
はっせい

により、被災地
ひさいち

に向
む

けて安否
あんぴ

確 認
かくにん

の通話
つうわ

件 数
けんすう

が増加
ぞうか

し繋
つな

がりにくい 状 況
じょうきょう

となった場合
ばあい

です 

 

（２）使用
しよう

方法
ほうほう

 

 ①プッシュ番 号
ばんごう

「１７１」を押
お

す 

② 再 生
さいせい

の「２」を押
お

す 

③ 電話番号
でんわばんごう

で憩
いこ

いの家
いえ

の番 号
ばんごう

「０５７７－７３－０１５０」を押
お

す 

④ ダイヤル電話
でんわ

以外
いがい

については、「１」＋「♯」を押
お

すと施設側
しせつがわ

からの録 音
ろくおん

が再 生
さいせい

されます

伝 言
でんごん

の保存
ほぞん

期間
きかん

は、録 音
ろくおん

後
ご

２日
か

（４８時間
じかん

） 
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令和   年   月   日 

 

 

 

指定
してい

就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

事 業
じぎょう

サービスの 提 供
ていきょう

及
およ

び利用
りよう

開始
かいし

に際
さい

し、本 書 面
ほんしょめん

に基
もと

づき 重 要
じゅうよう

事項
じこう

の説 明
せつめい

を 行
おこな

いました。 

  

事業所名 ： 飛騨市障がい者自立支援施設 憩いの家 

 説明者職名： サービス管理責任者    

氏   名： 谷 口 博 亮     印 

 

 

 

 

私
わたし

は、本 書 面
ほんしょめん

に基
もと

づいて事
じ

業 者
ぎょうしゃ

から指定
してい

就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

Ｂ
びー

型
がた

事 業
じぎょう

サービスの 提 供
ていきょう

及
およ

び

利用
りよう

について 重 要
じゅうよう

事項
じこう

の説 明
せつめい

を受
う

け同意
どうい

しました。 

  

利用者住所： 

 氏   名：                   印 

 

 

 代理人住所： 

（後見人等） 

 氏   名：                   印 

 続   柄： 

 

 

以下余白 


